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Town Topics まちの だいわ

　第10回藤崎町社会福祉大会が開催され、第１部では

弘前医療福祉大学特認教授の今充さんによる記念講演

や町内の小・中学生による福祉作文発表、町社会福祉

協議会職員による寸劇披露が行われました。また第２

部では、町の福祉増進や福祉向上、多額の福祉基金寄

付などの功績を称え、９名３団体が表彰されました。

場所：町文化センター
第10回藤崎町社会福祉大会開催２

21 

　株式会社タナックス弘前支店が町内の小中学生のた

めの防犯グッズを町に寄附しました。弘前支店長の笹昭

彦さんは「これを持つことで子ども達の防犯の意識が高

まってくれればいい」と話していました。

場所：町長室
子ども達の安全のために２

25 

場所：藤崎駅前通り

　藤崎停車場通りけやぐ組主催による鍋料理のグラン

プリを決める「第６回なべワン－グランプリin 停車場通

り」が開催されました。町内の12団体が自慢の鍋料理を

出品し、来場者の割りばしによる投票の結果、花形モー

タースの「塩こうじ鍋2015」が見事第６回グランプリを

勝ち取りました。

絶品なべ料理が集結！２
16

　佐藤憲正さんが髙木志朗の版画「林の鴉」と美術

関連の図書1044冊を町に寄贈しました。佐藤さんは

「ずっと自宅の居間に飾っていたが、最近はしまいっぱ

なしだったので、合併10周年を記念して、町の文化発展

につながればいい」と話していました。

場所：町長室
文化の薫り高い町に３

４

　３月13日(金)、藤崎中学校で行われた「卒業

証書授与式」のひとこま。

３年間の様々な思い出を胸に刻み

つつ、４月からの新たな生活に向

けて決意を新たにしていました。

　また、同14日(土)には明徳中学校

で卒業証書授与式が行われました。

～表紙の説明～～表紙の説明～

場所：町長室

　ＪＩＣＡボランティアの佐藤靖子さんが表敬訪問し、南

米のパラグアイに青年海外協力隊の看護師として派遣さ

れることを報告しました。佐藤さんは「東日本大震災のと

きから自分にもなにか人のためにできることがあるのでは

ないかと思っていた。看護師としてだけでなく、いろんな

面で地域の人に寄り添っていきたい」と話していました。

高い志をもって３
18 

平
成
27
年
第
１
回
　
議
会
定
例
会

会
期 

３
月
３
日
～
12
日
の
10
日
間

審議された議案の案件および内容

■発議
・2015年最低賃金の大幅引き上げと中小零細企

業支援の拡充を求める意見書案

■報告

・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

　(平成26年度藤崎町一般会計補正予算(第９回))

■諮問

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件(２件)

■議案

・地方教育行政の組織及び運営に関する法律改正

に伴う関係条例の整備等に関する条例案

・藤崎町教育委員会教育長の勤務時間等に関する

条例案

・藤崎町債権管理条例案

・藤崎町課設置条例の一部を改正する条例案

・藤崎町議会委員会条例の一部を改正する条例案

・藤崎町行政手続条例の一部を改正する条例案

・藤崎町職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例案

・藤崎町ふるさと寄附条例の全部を改正する条例案

・藤崎町ふじさき応援基金条例の一部を改正する

条例案

・藤崎町農業者トレーニングセンター条例の一部

を改正する条例案

・藤崎町介護保険条例の一部を改正する条例案

・藤崎町町営住宅条例の一部を改正する条例案

・藤崎町保育の実施に関する条例を廃止する条例案

・青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方

公共団体数の減少及び青森県市町村職員退職

手当組合規約の変更について

・友好都市の提携の件

・町長が専決処分することのできる事項の件

・町道路線の認定の件

・町道路線の変更の件

・平成26年度藤崎町一般会計補正予算(第10回)案

・平成26年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別

会計補正予算(第４回)案

・平成26年度藤崎町後期高齢者医療・平成26年

度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計補正予算

(第４回)案

・平成26年度藤崎町水道事業会計補正予算(第３

回)案

・平成26年度藤崎町下水道事業会計補正予算(第

４回)案

・平成27年度藤崎町一般会計予算案

・平成27年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別

会計予算案

・平成27年度藤崎町後期高齢者医療特別会計予算案

・平成27年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計

予算案

・平成27年度藤崎町水道事業会計予算案

・平成27年度藤崎町下水道事業会計予算案

　
平
成
27
年
３
月
３
日
か
ら
12
日
ま

で
、
平
成
27
年
第
１
回
藤
崎
町
議
会

定
例
会
が
開
か
れ
、
発
議
１
件
、
報

告
１
件
、
諮
問
２
件
、
議
案
30
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
お
よ
び
原

案
通
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

■
一
般
会
計

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
事
業
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
な
ど
の
国
の
補
正
予
算
に
伴
う

事
業
の
追
加
を
中
心
に
、
歳
入
歳

出
と
も
８
７
４
１
万
３
千
円
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)

特
別

　
会
計
　
１
２
７
６
万
６
千
円
追
加

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
７
４
７
万
６
千
円
減
額

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　
３
０
０
０
万
円
追
加

・
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
　
６
万
９
千
円
追
加

・
下
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
　
75
万
９
千
円
減
額

水
道
水
の
「
臭
気
物
質
」

検
出
問
題
に
つ
い
て

①
関
係
市
町
村
担
当
者
会
議
に
つ
い
て

②
抜
本
的
な
解
決
方
法
に
つ
い
て

①
２
月
10
日
、
水
道
企
業
団

津
軽
事
業
部
で
実
施
し
て
い

る
水
質
検
査
に
お
い
て
、
臭
気
物
質

で
あ
る
「
ジ
ェ
オ
ス
ミ
ン
」
が
高
い

濃
度
で
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
２

月
13
日
に
関
係
市
町
村
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
お
い

て
、
企
業
団
で
は
「
ジ
ェ
オ
ス
ミ

ン
」
濃
度
の
上
昇
原
因
は
、
積
雪
で

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
「
ジ
ェ
オ
ス

ミ
ン
」
が
融
雪
水
な
ど
と
と
も
に
ダ

ム
湖
に
流
入
し
た
た
め
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
、
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
回
数
を
増
や
し
、「
ジ
ェ
オ
ス
ミ

ン
」
の
濃
度
が
上
昇
し
た
場
合
、
常

設
設
備
で
の
活
性
炭
注
入
で
対
応
す

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
平
成
24
年
度
の
水
道
水
の
異
臭
味

発
生
原
因
は
、
浅
瀬
石
川
ダ
ム
湖
に

藍
藻
類
が
大
量
発
生
し
た
こ
と
と
企

業
団
の
浄
水
処
理
能
力
が
不
足
し
て

い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
企
業
団
は
恒
久
対
策
と
し
て
、
国

 

問

 

答 環
境
問
題
に
つ
い
て

一 

般 
質 
問

奈
良
　
完
治 

議
員

平成27年第１回　議会定例会
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平成27年第１回　議会定例会 平成27年第１回　議会定例会

土
交
通
省
が
実
施
し
て
い
る
浅
瀬
石

川
ダ
ム
の
湖
水
循
環
装
置
の
効
果
を

見
極
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
ダ
ム
流
入
河
川
と
ダ
ム
湖
の

水
質
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
平

成
27
年
度
に
は
恒
久
的
な
浄
水
処
理

施
設
の
整
備
を
行
う
か
ど
う
か
を
決

定
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
災
害
時
の
断
水
対
策
に

つ
い
て

①
町
内
の
井
戸
を
友
好
的
に
使
用
出

来
な
い
か

②
水
道
施
設(

高
度
浄
水
施
設)

の
耐

震
化
に
つ
い
て
交
付
金
が
創
設
さ
れ

た
が
当
町
の
取
組
に
つ
い
て

断
水
時
に
「
井
戸
」
を
使

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

地
区
的
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た

飲
用
水
と
し
て
使
用
す
る
場
合
、
定

期
的
な
設
備
の
点
検
お
よ
び
水
質
検

査
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
実

的
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
断
水
対
策
と
し
て
、
当

町
の
配
水
池
に
は
緊
急
遮
断
弁
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
災
害
時
の
水

道
災
害
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、

あ
る
程
度
の
飲
用
水
は
確
保
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

  

ま
た
災
害
時
に
備
え
、
平
成
25
年

度
に
「
車
搭
載
用
給
水
タ
ン
ク
」
を

２
台
、
今
年
度
は
「
緊
急
時
用
浄
水

装
置
」
を
１
台
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
浄
水
装
置
は
、
災
害
緊
急
時
に
井

戸
や
プ
ー
ル
、
そ
れ
に
河
川
の
水
を

飲
料
可
能
と
な
る
ま
で
浄
化
す
る
能

力
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
装
置
等
を

活
用
す
れ
ば
、
災
害
時
に
一
人
１
日

３
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
供
給
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

当
町
の
水
道
水
は
、
全
て
津
軽
広
域

水
道
企
業
団
か
ら
購
入
し
て
い
ま
す

の
で
、
町
独
自
の
浄
水
施
設
は
あ
り

ま
せ
ん
。

  

な
お
、
当
町
の
水
道
管
や
配
水
池

等
の
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
現
在
「
水
道
資
産
評
価
等
シ

ス
テ
ム
」
、「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
や

「
水
道
事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
策
定
中
で
、
今
後
は
計
画
に

基
づ
い
て
水
道
施
設
の
更
新
・
耐
震

化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
受
診
に
つ
い
て

①
検
診
対
象
者
数
の
計
算
方
法
に
つ

い
て

②
受
診
率
に
つ
い
て

③
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
の
選
定

方
法
に
つ
い
て

④
５
が
ん
（
胃
・
大
腸
・
肺
・
乳
・

子
宮
）
の
中
で
検
診
で
の
発
見
率
が

高
い
が
ん
の
種
類
は
。
ま
た
、
そ
の

検
証
の
中
で
発
見
率
の
高
い
が
ん
に

何
か
特
別
な
対
策
は
し
て
い
る
の
か

①
②
市
町
村
は
国
が
定
め

る
指
針
に
基
づ
き
、
胃
が

ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
40
歳
以

上
の
者
で
年
１
回
、
子
宮
が
ん
は
20

歳
以
上
、
乳
が
ん
は
40
歳
以
上
の
女

性
を
対
象
に
２
年
に
１
回
実
施
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
こ
の
指
針
に
加
え
、
独

自
に
対
象
年
齢
を
30
歳
以
上
に
引
き

下
げ
、
前
立
腺
が
ん
、
肝
臓
や
胆
嚢

な
ど
の
検
査
項
目
を
加
え
る
な
ど
住

民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
事
業
を

当
町
で
は
、
魅
力
的
な
地
方

創
生
を
推
進
す
る
た
め
、
私

を
本
部
長
と
す
る
「
藤
崎
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
」
を

１
月
22
日
に
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
に
対
し
て
の
取
り
組
み
状
況
と
し

て
、
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
の

施
策
や
地
方
創
生
に
対
応
し
た
施
策

等
を
各
課
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き
、

推
進
本
部
に
お
い
て
実
施
計
画
を
決

定
し
、
本
定
例
会
に
補
正
予
算
案
を

上
程
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
交
付
金
事
業
の
概
要
と
し

て
は
、
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
帯
お
よ
び
低
所
得
者
世
帯

に
は
、
商
品
券
を
５
千
円
引
き
で
購

入
で
き
る
割
引
券
を
配
付
し
、
生
活

支
援
も
合
わ
せ
て
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
創
世
を
先
行
的
に
実

施
す
る
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
の
策
定

事
業
を
は
じ
め
、
観
光
振
興
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
、
農
業
６
次
産
業

化
の
推
進
お
よ
び
農
産
物
拠
点
づ
く

り
と
合
わ
せ
た
人
材
育
成
、
子
育
て

世
帯
支
援
等
の
少
子
化
対
策
事
業
を

重
点
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
地
方
創
生
関
連
の
交
付
金
の
活
用

は
、
各
地
方
自
治
体
の
ア
イ
デ
ア
勝

負
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
地
方
創
生
を
町
の
魅
力

ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、

人
口
減
少
対
策
等
を
オ
ー
ル
藤
崎
で

全
庁
的
に
推
進
し
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
受
診
率
に
つ
い
て
」
は
、

国
の
指
針
に
基
づ
く
平
成
25
年
度
実

績
は
、
胃
が
ん
35
・
８
％
、
子
宮
が

ん
26
・
６
％
、
肺
が
ん
40
・
４
％
、
乳

が
ん
28
・
５
％
、
大
腸
が
ん
は
39
・

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
国
は
特
に
大
腸
が
ん
と
乳
が
ん
、
子

宮
が
ん
に
重
点
を
置
い
た
対
策
と
し
て
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
に
よ
る
補
助

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
は
大

腸
が
ん
が
満
40
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
60

歳
ま
で
の
方
、
子
宮
が
ん
は
満
20
歳
、

乳
が
ん
は
満
40
歳
の
女
性
で
す
。 

　
ま
た
、
子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
に
つ
い

て
は
、
過
去
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配

付
を
受
け
た
が
、
未
受
診
で
あ
っ
た
方

へ
受
診
の
動
機
付
け
や
知
識
の
普
及
啓

発
の
た
め
に
再
度
配
付
し
て
い
ま
す
。

④
当
町
に
お
い
て
、
発
見
率
が
最
も
高

い
が
ん
は
胃
が
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
受

診
者
の
年
齢
や
受
診
者
の
数
に
よ
っ
て

も
発
見
率
は
変
動
し
ま
す
の
で
、
一
概

に
比
較
で
き
な
い
面
も
あ
る
こ
と
に
ご

注
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
が
ん
対

策
の
基
本
は
禁
煙
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
生
活
を
続
け
る
事
、
そ
し
て
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
事
で
あ
り
、

万
一
、
が
ん
に
な
っ
た
と
し
て
も
早

期
に
発
見
し
治
療
す
れ
ば
、
完
治
す

る
時
代
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
く

の
町
民
が
受
診
す
る
事
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

国
の
地
方
創
生
交
付
金
に

対
し
て
の
当
町
の
取
組
状

況
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
予
算
に
お
け
る
重

点
的
施
策
と
事
業
に
つ
い
て

当
町
は
、
財
源
の
多
く
を
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
に

頼
っ
て
お
り
、
そ
の
財
政
構
造
は
脆

弱
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
度
以
降
、
毎
年
財
源
と
し
て
一
部
の

基
金
を
取
崩
す
な
ど
、
厳
し
い
な
が
ら
、

工
夫
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
、
人

口
規
模
に
見
合
っ
た
行
政
へ
の
ス
リ
ム

化
の
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進

め
る
一
方
、
町
政
の
活
性
化
と
住
民
福

祉
向
上
の
た
め
の
施
策
を
、
全
庁
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
よ
う
努
め
た
当
初

予
算
編
成
で
あ
り
、
私
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
「
子
ど
も
や
若
者
た
ち
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
ま
ち
」
、
「
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
」
、

そ
し
て
、
「
町
民
み
ん
な
が
郷
土
を
愛

し
な
が
ら
、
生
き
が
い
を
持
て
る
ま

ち
」
を
柱
と
し
、
「
町
民
が
主
役
の
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た

め
に
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
、
町

議
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

諸
施
策
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
子
育
て
し
や
す
い
町
」
実

現
の
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら
対
象

者
を
中
学
生
ま
で
拡
充
し
た
、
「
乳

幼
児
及
び
子
ど
も
医
療
費
給
付
事

業
」
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
、
保
育

対
策
と
し
て
、
学
童
保
育
の
時
間
を

延
長
し
、
子
育
て
環
境
を
改
善
し
、

体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優
し
い

 

問福
祉
・
健
康
問
題
に
つ
い
て

 

答

 

答

 

問

行
政
問
題
に
つ
い
て

 

答

 

問

 

問予
算
編
成
に
つ
い
て

浅
利
　
直
志 

議
員

 

答

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
に
対
す
る
負

担
金
や
町
消
防
団
に
か
か
る
諸
経
費
を

基
本
と
し
、
ポ
ン
プ
付
積
載
車
な
ど
を

随
時
更
新
し
、
防
災
に
備
え
ま
す
。

　
教
育
振
興
対
策
の
た
め
、
学
校
教

育
に
つ
い
て
は
、
学
力
向
上
支
援
員

な
ど
を
継
続
配
置
し
、
学
力
向
上
な

ど
の
充
実
を
図
り
、
社
会
教
育
・
体

育
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
的
運
営

組
織
で
あ
る
町
文
化
協
会
並
び
に
町

体
育
協
会
へ
の
活
動
補
助
な
ど
を
計

上
し
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

間
交
流
推
進
の
た
め
岩
手
県
田
野
畑

村
と
の
児
童
交
流
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
財
政
的
な
将
来
負
担
の

軽
減
の
た
め
、
減
債
基
金
を
活
用
し
、

利
率
の
比
較
的
高
い
地
方
債
を
繰
上

償
還
す
る
た
め
の
費
用
を
、
公
債
費

に
計
上
し
対
応
し
ま
す
。

　
以
上
、
最
小
の
予
算
で
最
大
の
効

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
町
が
真
に

進
め
る
べ
き
事
業
を
厳
選
し
な
が
ら
、

各
部
署
の
英
知
を
結
集
し
、
事
業
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
日
の
「
人
口
減
少
」

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

と
言
わ
れ
る
状
況
を
生
み
出
し
て
き

た
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か

全
国
的
な
人
口
減
少
の
主

な
要
因
と
し
ま
し
て
は
、

近
年
の
晩
婚
化
に
伴
う
出
生
率
の
低

下
が
一
番
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
東
京
圏
へ
の
若
年
人
口
の

流
出
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

戦
略
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
対

策
、
定
住
・
移
住
の
促
進
、
観
光
の

振
興
、
「
し
ご
と
」
づ
く
り
、
地
域

産
業
の
強
化
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
な
ど
の
施
策
を
柱
に
、
策
定
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
教
育
委
員
会
制
度
改

定
に
伴
い
開
催
さ
れ
る
「
総
合
教
育

会
議
」
に
つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ
う

な
認
識
で
取
り
組
む
の
か

総
合
教
育
会
議
は
、
教
育

委
員
会
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
よ
り
一
層
民
意
を
反
映
し
た

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
育
行
政

と
福
祉
・
雇
用
・
地
域
振
興
な
ど
他

の
行
政
分
野
と
の
連
携
が
、
よ
り
円

滑
に
充
実
し
た
形
で
推
進
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
の
政
治
的
中
立
性
と
い
う
バ

ラ
ン
ス
を
守
り
な
が
ら
、
十
分
な
議

論
を
通
し
て
地
域
住
民
の
意
思
を
的

確
に
反
映
し
つ
つ
、
地
方
教
育
行
政

の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る
就

学
援
助
制
度
の
利
用
者
数

と
就
学
援
助
に
３
項
目(

Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費)

を
支
給
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い

て

今
年
度
の
支
給
対
象
者
は
、

要
保
護
児
童
生
徒
が
５
名
、

準
要
保
護
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は

１
８
２
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
ク
ラ
ブ

活
動
費
、
生
徒
会
費
の
３
項
目
に

つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
生
徒
に

す
。

　
幸
い
、
我
が
町
は
、
消
滅
可
能
性

自
治
体
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
地
域
経
済

社
会
の
維
持
な
ど
、
相
当
の
危
機
感

を
私
自
身
も
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
人
口
減
少
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
自
治
体
が
、

将
来
の
成
長
・
発
展
の
種
と
な
る
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
な
ど
、
そ
の

潜
在
力
や
独
自
性
を
活
か
し
、
若
い

世
代
の
雇
用
・
結
婚
・
子
育
て
の
希

望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
藤
崎
版
総
合
戦
略
」
へ

の
対
応
と
取
組
に
つ
い
て

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
が
公
布
施
行
さ
れ
、

各
地
方
自
治
体
は
平
成
27
年
度
中
に
、

人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
「
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
人
口
減
少
対
策
等

の
基
本
目
標
や
具
体
的
な
施
策
を
取

り
ま
と
め
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
町
で
は
、「
藤
崎
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部
」
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
本
格
的
な
地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
に
あ
た
り
、
庁
内
の
連
絡
調
整

や
戦
略
的
に
各
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
「
地
方
創
生
推
進
室
」

を
設
置
す
る
条
例
の
改
正
案
を
本
定

例
会
に
上
程
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
版
総
合
戦
略

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
全
庁
的
・
横

断
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
総
合

は
、
生
活
保
護
費
の
教
育
扶
助
と
し

て
支
給
さ
れ
て
お
り
、
準
要
保
護
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
３

月
、
「
就
学
困
難
な
児
童
及
び
生
徒

に
係
る
就
学
奨
励
に
つ
い
て
の
国
の

援
助
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
国
の
補
助
が
廃
止
さ
れ
た

経
緯
が
あ
り
、
準
要
保
護
者
へ
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
町
単
独
の
新
た
な

財
源
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
勘
案
し
、

関
係
各
課
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
を
復
活
す
る
取
組
に
つ

い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
、
住
宅
性
能
の
向
上

を
伴
う
改
修
工
事
を
行
う
既
存
住
宅

の
所
有
者
に
対
し
、
安
全
で
安
心
な

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
促
進
を
図
る

た
め
、
県
よ
り
補
助
金
を
受
け
、
平

成
24
年
度
と
25
年
度
の
２
か
年
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
年
間

で
７
件
と
い
う
事
業
実
績
を
踏
ま
え
、

平
成
25
年
度
を
も
っ
て
県
の
補
助
終

了
と
合
わ
せ
て
、
本
事
業
を
終
了
し

た
も
の
で
す
。

　
事
業
終
了
後
も
、
当
町
に
お
い
て

本
助
成
事
業
に
関
す
る
問
合
わ
せ
や
、

建
設
業
な
ど
の
関
連
事
業
者
か
ら
事

業
再
開
を
求
め
る
要
望
等
も
無
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
助
成
事
業
を

復
活
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(

以
上
　
議
会
定
例
会)

町
」
実
現
の
た
め
、
高
齢
者
が
施
設

に
入
所
し
た
場
合
の
措
置
な
ど
は
も

と
よ
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
た

め
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
、
藤
崎

陶
芸
ハ
ウ
ス
改
築
工
事
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
方
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

た
め
の
生
活
援
助
や
補
装
具
給
付
事

業
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
で

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
特
定
健
診
、

が
ん
検
診
の
実
施
、
妊
婦
及
び
乳
幼

児
等
に
対
す
る
安
全
な
妊
娠
・
出

産
・
育
児
を
支
援
す
る
た
め
の
、
保

健
指
導
や
健
康
診
査
な
ど
を
基
本
と

し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
事
業
の
継

続
、
ま
た
、
今
年
度
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
不
妊
治
療
を
行
っ
て

い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

実
施
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
対
策
の
た
め
、
生
産
体

制
強
化
、
担
い
手
の
育
成
を
基
本
と

し
、
農
業
経
営
お
よ
び
地
域
の
活
性

化
と
雇
用
創
出
を
図
る
た
め
に
進
め

て
い
る
農
産
物
拠
点
づ
く
り
を
平
成

26
年
度
の
地
方
創
生
関
連
予
算
と
一

体
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
魅
力
あ
る
食
」
と
「
に
ぎ
わ
い

の
創
出
」
の
た
め
、
今
年
も
地
元
農

産
物
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ル

メ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ふ
じ
ワ
ン
グ
ラ
ン

プ
リ
」
の
開
催
、
店
舗
や
町
の
観
光

資
源
を
巡
る
「
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
」

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
の
た
め
、
融
雪
溝
整
備
事
業
や

側
溝
整
備
等
と
と
も
に
、
水
上
団
地

の
建
設
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
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藤崎町の財務４表

藤崎町の財務４表(一般会計分・平成25年度末)を公表します
（単位：千円)

資　産　の　部 金　額 負　債　の　部 金　額

１．固定資産等 １．固定負債

　○家・土地・車・家財(現在価値) 16,211 　○家・車のローン残額(来年以降分) 6,588

２．流動負債

２．投資等 　○家・車のローン残額(今年分) 589

　○子供の就学積立金(現在高) 1,502
負債合計 7,177

３．流動資産 純 資 産 の 部

　○現金預金 884 純資産合計（資産－負債） 11,420

資 産 合 計 18,597 負債及び純資産合計 18,597

■貸借対照表の数値を1/2000に置き換えた数値です。
■仮に家や土地など全ての資産を売却した場合、約1,621万円となり、ローンの残額が約718万

円で、完済すると手元に約903万円が残ります。
■資産のほとんどは固定資産(公共資産)です。※約87％
■資産に対する負債の割合は約39％で、純資産の割合は61％です。
■資産は耐用年数により減価償却され毎年価値が減少します。

区　　　　分 金　額 １人当たり
経常行政コスト 6,266,068 400

１．人にかかるコスト 1,024,705 66
　（１）人件費 905,118 58
　（２）退職手当引当金繰入 59,880 4
　（３）賞与引当金繰入 59,707 4
２．物にかかるコスト 2,450,367 156
　（１）物件費 961,401 61
　（２）減価償却費 175,238 11
　（３）維持補修費 1,313,728 84
３．移転支出的なコスト 2,866,457 183
　（１）他会計への支出 1,155,853 74
　（２）社会保障給付 707,136 45
　（３）補助金等 921,507 59
　（４）その他 81,961 5
４．その他のコスト △75,461 △5
　（１）公債費（利払い） 161,277 10
　（２）その他 △236,738 △15

経 常 収 益 217,317 14
１．使用料・手数料 52,135 3
２．分担金・負担金・寄附金 165,182 11
純経常行政コスト

△ 6,048,751 △ 386
（経常収益ー経常行政コスト）

■経常行政コストには現金の支出を伴わない減価償却費や
退職手当引当金繰入(前年からの増減)が含まれます。

■経常収益は住宅使用料・保育料・給食費などの住民負担
(税金以外)です。

■純経常行政コストは純資産変動計算書の数値と一致しま
す。☆←→☆

内　　　訳 金　　額
①生活インフラ等 15,146,011
②教育 13,422,578
③福祉 1,062,896
④環境衛生 693,764
⑤産業振興 275,692
⑥消防 144,432
⑦総務 1,666,638

合　　計 32,412,011

■町の資産形成は、これまで①生活イ
ンフラ(道路など)や②教育(学校・社
会教育施設)の整備を重点的に行って
きたことがわかります。

■有形固定資産の合計は約324億円です。

（単位：千円)
区　　分 金　額

１．経常的収支 2,356,807

支
出

人件費 1,169,247

物件費 961,041

社会保障給付 1,155,853

補助金 707,136

他会計繰出 803,670

その他 276,385

収
入

地方税 1,095,058

地方交付税 3,743,550

国県補助金 1,926,946

その他 664,585

２．公共資産整備収支 △ 481,214

支
出

公共資産整備支出 3,384,129

その他 53,714

収
入

国県補助金 1,187,343

地方債発行 1,685,100

その他 84,186

３．投資・財務的収支 △ 1,873,030

支
出

地方債償還 1,156,940

基金積立 668,284

その他 204,675

収
入

地方債発行 0

その他 156,869

収支合計 2,563

期首現金残高 194,121

期末現金残高 196,684

■３区分合計の収支は2,563千円の黒字で
す。

■期末現金残高は貸借対照表の現金と一致
します。☆←→☆

（単位：千円)
内　　　訳 金　額

期首純資産残高 20,673,020

純経常行政コスト △ 6,048,751

財源調達

　地方税 1,094,348

　地方交付税 3,743,550

　補助金 2,934,289

　その他 440,672

　資産評価変動 2,823

期末純資産残高 22,839,951
　
■資産評価変動額は資産台帳の精査により発生した

評価差額です。
■期末純資産残高は貸借対照表の純資産計と一致し

ます。☆←→☆
■純経常行政コストは行政コスト計算書の数値と一

致します。☆←→☆

　貸借対照表の資産合計は約372億円となっています

が、資産のほとんどを占める公共資産は学校や道路で、

実際には売却不可能なものばかりです。したがって、

負債合計の約144億円は今後の税収等で返済していく

こととなります。

　また、資産に占める負債の割合は約39％となって

いますが、世代間負担の公平性および行政の持続可能

性の観点から、過度に将来世代に負担を残さないよう

考慮して財政運営を行っていかなければなりません。

　なお、掲載した財務４表は簡略版ですが、詳細な財

務４表や財務分析は町ホームページまたは企画財政課

窓口にてご覧ください。

☆

☆

☆

☆

☆

１．貸借対照表：資産と負債を現金化して表示

（単位：千円）

２．行政コスト計算書
　　：１年間の活動のうち資産形成以外のコストなど

（単位：千円）
(貸借対照表中の有形固定資産)

４．資金収支計算書
　　：１年間の現金の出入りを３区分で表示

３．純資産変動計算書
　　：１年間の純資産の変動内訳

資 産 の 部 金　　額 1人当たり 負 債 の 部 金　　額 1人当たり
１．公共資産 １．固定負債
　（１）有形固定資産 32,412,011 2,070 　（１）地方債 11,710,586 748
　（２）売却可能資産 7,674 1 　（２）退職手当引当金 1,398,982 89

　（３）その他 65,048 4
２．投資等
　（１）投資及び出資金 1,171,612 75 ２．流動負債
　（２）貸付金 65,766 4 　（１）翌年度償還地方債 1,103,486 71
　（３）基金等 1,698,137 108 　（２）その他 73,904 5
　（４）その他 68,903 4

負債合計 14,352,006 917
３．流動資産
　（１）預金 1,555,835 99 純 資 産 の 部
　（２）現金 196,684 13 
　（３）未収金 15,335 1 純資産合計 22,839,951 1,458

資 産 合 計 37,191,957 2,375 負債及び純資産合計 37,191,957 2,375

■１人当たりの金額はＨ26.3.31現在の住民基本台帳人口15,661人を基に計算しています。
■資産合計：約372億円、１人当たり：約238万円です。
■負債(借金)合計：約144億円、１人当たり：約92万円です。
■純資産(資産から負債を差し引いたもの)合計：約228億円、１人当たり：約146万円です。
■退職手当引当金は、仮に全ての職員が現時点で退職した場合の退職金の額です。

☆

☆

☆

一般家庭に例えると（１／2000スケール)

有形固定資産の内訳

（単位：千円）

ま と め

①
生活インフラ等
46.7％

②教育
41.4％

③福祉
3.3％

④環境衛生 2.1％
⑤産業振興 0.9％

⑥消防 0.5％
⑦総務 5.1％
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第３次藤崎町行財政改革大綱の
概要をお知らせします

　このたび藤崎町行財政改革推進委員会の答申に基づき、今後の行財政改革を推進するうえで基
本となる考え方や理念を示した「第３次藤崎町行財政改革大綱」を策定しましたので、その概要
についてお知らせします。

§２　第３次行財政改革大綱の理念                                                              

Ⅰ　大綱の理念
　第３次大綱は、町総合計画および町総合計画基本計画を踏まえ、合併１０周年を迎えた新藤崎町
が今後も発展し続けるよう行財政改革に積極的に取り組み、町民主役の行財政運営を目指します。

Ⅱ　基本方針
　地方分権時代にふさわしい真に自立・持続可能な行政経営の確立に向け、次の基本目標を掲げ、
町民の理解と協力を得ながら、全庁体制で着実に改革を進めていきます。

基
　
本
　
目
　
標

行政サービスの質の向上
町民と行政との連携・協働を深めるとともに、広聴機能を充実し、町民
の視点に立った「行政サービスの質の向上」を目指します。

機能的で柔軟な組織・
機構の確立

職員の意識改革に取り組み、町民本位のまちづくりを進め、将来の人口
規模に見合った行政の実現に努めます。

健全で持続可能な
財政構造の構築

「選択と集中」の視点に立った施策を重点的に実施するとともに、財政力に見
合った歳出規模とするための取り組みを継続し、健全な財政運営に努めます。

　第３次大綱は、町ホームページ（http://www.town.fujisaki. lg. jp/）で公開しています。今後は、この
第３次大綱に基づく推進計画を策定し、様々な取組を行っていきますので、ご理解とご協力をお願いい
たします。行財政改革についてのご意見やご要望などは、総務課庶務係へお知らせください。

§１　行財政改革の必要性                                                                    　　

　町民ニーズ(行政需要)の多様化・複雑化・少子高齢化の進展、社会福祉費の増加、農業関連の諸
問題等、町には取り組むべき課題が山積しています。
　これらの課題を解決に導くため、局所的な改革を一つずつ積み重ねていくことが必要となります。
　さらに、町の財政状況は依然厳しく、普通地方交付税の合併による優遇措置の段階的削減など、
今日の社会経済情勢から見ても今後好転する見込みは少なく、引き続き厳しい状況が予想されます。
　第３次大綱では、時代の流れの中で変化していく行政需要や行政課題へ対応していくため、また
厳しい財政状況下においても、「健全で持続可能な行財政構造の確立」の実現のために、町民と行
政が一丸となって改革に取り組みます。

§３　大綱の具体的なテーマ                                                                   　 

　基本方針に掲げた３つの基本目標から具体的なテーマを導き、それぞれのテーマに沿った推進メ

ニューを実行します。
［ 体　系　図 ］

第 ３ 次 行 財 政 改 革 大 綱

行政サービスの質の向上 機能的で柔軟な組織・機構の確立 健全で持続可能な財政構造の構築

１　利用しやすい役場の構築
２　町民・団体等との連携協
働の推進

３　行政サービスの見直しと
検討

１　業務改善の推進
２　人材育成の推進
３　定員管理および報酬等の
適正化

４　指定管理者制度・外部委
託(アウトソーシング)の推進

５　公共施設等のマネジメント

１　財政運営の健全化
２　経費節減対策
３　積極的な財源の確保
４　受益と負担の適正化
５　公営企業・特別会計等の
経営の健全化

§４　大綱の進め方　　                                                                             

Ⅰ　目標年度と実施期間
　大綱の目標年度は平成31年度とし、実施期間を平成27年度から平成31年度までの５年間とします。

Ⅱ　推進計画
　第３次大綱に基づき、実施期間の改革事項・改革の具体策・実施目標年度等を明示した「藤崎町
行財政改革推進計画」を策定し、毎年度ローリング(見直し)を行います。

Ⅲ　進行管理・公表
　行財政改革の検証については、行財政改革推進本部会議(内部組織)において不断の点検を行い、
行財政改革推進委員会(外部組織)を通じて町民等の意見を反映します。
　また、行財政改革推進計画書に盛り込んだ推進項目については、年度毎にその進捗状況を管理し、
町広報紙やホームページなどを通じ、広く皆さんに公表します。

介護予防教室 に参加しませんか？
　介護予防とは、寝たきりなどの介護が必要な状態にならないように、心身の衰えを予

防・改善しようという取り組みです。

　平成27年度の介護予防教室が決定しましたのでお知らせします。

　おおむね65歳以上の方であれば、どなたでも参加できますので、興味のある方は福祉課

介護保険係までお申込みください。また、教室を見学していただいても結構です。

健康運動指導士の小関潤子先生の指導のもと、有酸素運動や筋力トレーニ

ング、ふじさき生き生き健康体操を行っています。

手工芸や書道、調理教室、遠足など多彩な内容となっています。

なお、材料費は実費負担となります。

簡単な「読み書き」｢計算」と「すうじ盤」というゲームのような教材を

使った学習をします。

◎藤崎会場

　◆日　時　第１・３火曜日 午前９時30分～午前11時

　◆場　所　町文化センター

◎常盤会場

　◆日　時　第１・３木曜日 午前９時30分～午前11時

　◆場　所　常盤老人福祉センター

◎藤崎会場

　◆日　時　第２・４火曜日 午前９時30分～正午

　◆場　所　町文化センター

◎常盤会場

　◆日　時　第２・４木曜日 午前９時30分～正午

　◆場　所　常盤老人福祉センター

◎藤崎会場

　◆日　時　毎週金曜日 午前９時30分～正午

　◆場　所　藤崎老人福祉センター

◎常盤会場

　◆日　時　毎週火曜日 午前９時30分～正午

　◆場　所　常盤老人福祉センター

健康あっぷ教室

げんき教室

脳トレ教室

○藤崎会場 ５月15日(金)
○常盤会場 ５月12日(火)

＜初回の日程＞

○藤崎会場 ４月28日(火)
○常盤会場 ４月23日(木)

＜初回の日程＞

○藤崎会場 ４月21日(火)
○常盤会場 ４月16日(木)

＜初回の日程＞

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　３名

代表取締役　木村　悦穂

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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町内の代表的な地点の地価を公開します

固定資産税の適正化の確保と、納税者のみなさんの土地評価に対する理解を促進するために、町内の標準地

１平方メートル当たりの価格を次のとおり公開します。

公　開　地　点　の　所　在 用途地区 価格(円/㎡)

1 藤崎町大字藤崎字武元(旧役場付近) 普通商業 13,580

2 藤崎町大字藤崎字舘岡(国道339号線沿) 普通商業 13,650

3 藤崎町大字藤崎字西村井(県道藤崎停車場線沿) 併用住宅 12,020

4 藤崎町大字藤崎字四本松(国道339号線沿) 併用住宅 11,690

5 藤崎町大字葛野字新岡元(町道新岡元東若松線沿) 普通住宅 8,480

6 藤崎町大字西豊田一丁目(町道葛野前田藤崎豊田線沿) 普通住宅 14,740

7 藤崎町大字葛野字前田(国道339号線沿) 普通住宅 10,770

8 藤崎町大字藤崎字西村井(町道若前西豊田線沿) 普通住宅 11,770

9 藤崎町大字西豊田一丁目(町道中村井７号線沿) 普通住宅 13,650

10 藤崎町大字西豊田二丁目(町道葛野前田藤崎豊田線沿) 普通住宅 14,540

11 藤崎町大字西豊田三丁目(町道豊田村元線沿) 普通住宅 14,200

12 藤崎町大字藤崎字西村井(町道西村井３号線沿) 普通住宅 9,710

13 藤崎町大字藤崎字西村井(町道村井白子線沿) 普通住宅 12,060

14 藤崎町大字藤崎字東村井(町道豊田村元線沿) 普通住宅 11,580

15 藤崎町大字藤崎字西若松(県道太田藤崎線沿) 普通住宅 8,140

16 藤崎町大字藤崎字横松(県道太田藤崎線沿) 普通住宅 8,950

17 藤崎町大字藤崎字若前(国道339号線沿) 普通住宅 11,610

18 藤崎町大字藤崎字中村井(町道豊田村元線沿) 普通住宅 11,230

19 藤崎町大字藤崎字梨ノ木(町道村岡梨ノ木線沿) 普通住宅 8,480

20 藤崎町大字藤崎字舘岡(町道舘岡村岡線沿) 普通住宅 6,900

21 藤崎町大字藤崎字武元(町道一本柳中村井線沿) 普通住宅 11,470

22 藤崎町大字藤崎字村井(国道７号線沿) 普通住宅 12,870

23 藤崎町大字藤崎字新城(町道新城東一本木線沿) 普通住宅 10,400

24 藤崎町大字藤崎字四本松(町道四本松村岡線沿) 普通住宅 9,770

25 藤崎町大字藤崎字村元(町道藤崎停車場下袋線沿) 普通住宅 9,170

26 藤崎町大字藤崎字銅屋森(町道村元銅屋森線沿) 普通住宅 8,860

27 藤崎町大字藤崎字横松(国道339号線沿) 普通住宅 9,960

28 藤崎町大字藤崎字銅屋森(町道銅屋森３号線沿) 普通住宅 9,070

29 藤崎町大字藤崎字村井(町道村井３号線沿) 普通住宅 8,620

30 藤崎町大字西豊田三丁目（町道豊田東村井線沿） 普通住宅 13,650

31 藤崎町大字藤崎字西若松（町道若前西若松１号線沿） 普通住宅 11,480

32 藤崎町大字藤崎字西若松（町道村井白子線沿） 普通住宅 9,230

33 藤崎町大字藤崎字銅屋森（国道339号沿） 普通住宅 9,480

34 藤崎町大字藤崎字中村井（町道中村井６号線） 普通住宅 10,120

35 藤崎町大字藤崎字村井(町道村井白子線沿) 中小工場 11,850

36 藤崎町大字藤崎字中村井(町道中村井５号線沿) 中小工場 7,600

37 藤崎町大字西豊田三丁目(町道藤崎尾上線沿) その他 15,260

38 藤崎町大字藤崎字南豊田(国道７号線沿) その他 9,850

39 藤崎町大字藤崎字東若松（町道新岡元若松線沿） 村落 4,508

40 藤崎町大字藤崎字若松（町道村井白子線沿） 村落 4,102

41 藤崎町大字藤崎字新城（町道新城１号線沿） 村落 4,235

42 藤崎町大字水沼字浅田(県道五林平藤崎線沿) 村落 4,165

公　開　地　点　の　所　在 用途地区 価格(円/㎡)

43 藤崎町大字中島字中元（県道浪岡藤崎線沿） 村落 5,250

44 藤崎町大字藤崎字松野木（国道339号線沿） 村落 2,800

45 藤崎町大字藤崎字白子(町道白子北真那板線沿) 村落 3,892

46 藤崎町大字亀岡字池田（町道浅田豊田線沿） 村落 2,324

47 藤崎町大字林崎字宮本(県道太田藤崎線沿) 村落 3,073

48 藤崎町大字中野目字早稲田東(県道五林平藤崎線沿) 村落 3,276

49 藤崎町大字葛野字岡元(県道前坂藤崎線沿) 村落 6,363

50 藤崎町大字藤越字西一本木(町道藤崎東亀田線沿) 村落 6,090

51 藤崎町大字葛野字前田（国道339号線沿） 村落 9,030

52 藤崎町大字俵舛字前田(県道五林平藤崎線沿) 村落 2,940

53 藤崎町大字藤崎字村井(町道村井西浅田線沿) 村落 8,960

1 藤崎町大字常盤字一西田 普通商業 8,750

2 藤崎町大字常盤字四西田 普通住宅 7,840

3 藤崎町大字常盤字五宮本(主要地方道五所川原黒石線沿) 普通住宅 5,971

4 藤崎町大字常盤字富田 普通住宅 6,174

5 藤崎町大字常盤字五宮本(県道常盤新山線沿) 普通住宅 5,215

6 藤崎町大字徳下字滝本 村落 3,276

7 藤崎町大字三ツ屋字上前田 村落 2,590

8 藤崎町大字福島字林元 村落 2,933

9 藤崎町大字福島字村元 村落 2,660

10 藤崎町大字福島宮元(福島公民館付近) 村落 2,520

11 藤崎町大字水木字福西 村落 3,626

12 藤崎町大字水木字水元(県道浪岡藤崎線沿) 普通住宅 6,419

13 藤崎町大字水木字村上 普通住宅 6,146

14 藤崎町大字水木字水元(水木地区ふるさとセンター付近) 普通住宅 4,781

15 藤崎町大字水木字稲元 普通住宅 3,003

16 藤崎町大字久井名舘字早稲田 村落 2,730

17 藤崎町大字富柳字福岡 村落 2,457

18 藤崎町大字福舘字里見 村落 2,254

19 藤崎町大字若松字森越 普通住宅 5,208

20 藤崎町大字若松字早稲田 普通住宅 5,208

21 藤崎町大字榊字種元(県道浪岡藤崎線沿) 普通住宅 5,530

22 藤崎町大字榊字種元(主要地方道五所川原黒石線沿) 普通住宅 5,327

23 藤崎町大字榊字宮本 普通住宅 4,711

24 藤崎町大字水木字浅田 普通住宅 4,515

25 藤崎町大字榊字亀田(ときわ会病院付近) 普通住宅 8,260

26 藤崎町大字榊字亀田(亀田地区交流センター付近) 普通住宅 7,700

27 藤崎町大字常盤字二西田 普通住宅 9,450

28 藤崎町大字榊字和田（国道７号線沿） 中小工場 4,900

29 藤崎町大字榊字和田 中小工場 4,277

30 藤崎町大字増館字若柳(明徳中学校裏付近) 普通住宅 5,691

31 藤崎町大字増館字若柳 普通住宅 5,558

※建物を増改築・取壊したときは、法務局または税務課までお知らせください。

　■お問合せ　税務課固定資産税係(内線2102～2104)

　 　 平成26年度　下水道推進標語「げすいどう　みずのみらいを　まもるみち」　下水道に関する 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご 相 談 ・ お 問 合 せ は 、 役 場 上 下 水 道 課 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。 　5 7 5 － 6 0 2 5
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◆税率
　軽自動車税の税率が変わります。車両の種類や新規検査(新車登録)を受けた年月によって、適用される税率が異
なります。
　※新規検査を受けた年月は、自動車検査証(車検証)の「初度検査年月」欄で確認することができます。
　①平成27年３月31日までに新車登録した車両　→　現行税率
　②平成27年４月１日に新車登録した車両　　　→　新税率(平成27年度から)
　③平成27年４月２日以降に新車登録した車両　→　新税率(平成28年度から)

■お問合せ　福祉課介護保険係(内線2113、2114)

介護保険料改定のお知らせ
介護保険係からのお知らせ

第６期介護保険事業計画の策定により平成27年４月から、介護保険料が改定になります。

◆介護保険料の決定

　　介護保険料は、３年間を計画期間とし、介護保険計画策定のつど、前期の課題を整理しながら将来像と目標

　を設定し、その達成に向け、それぞれのサービス量等の見込みを予測して決定されます。

◆介護保険サービスに要する経費

　　介護保険サービスに要する経費は、国、県、町が50%を公費で負担します。残り半分のうち22％が65歳以上の

　方の保険料、28％が40歳から64歳までの方の社会保険診療報酬支払基金からの保険料によりまかなわれています。

◆介護保険料の基準額

　　第６期(平成27年度、28年度)の介護保険事業計画では、65歳以上の方の保険料は、介護保険サービス量等の

　見込み予測から基準額を算出しており、当町ではこの基準額を年額78,000円と算出しました。この基準額をも

　とに所得状況により９段階の保険料に分かれて負担いただくことになります。介護保険料は、介護が必要な方

　の生活を支えるための大切な財源となっていますので、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

所得段階 対象区分
平成27、28年度
保険料額(年額)

第１段階
生活保護被保護者
住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者
住民税非課税世帯で本人年金収入等80万円以下

　35,100円

第２段階

本人が
住民税非課税

世帯員全員が住
民税非課税者

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
額が80万円超120万円以下の人

　58,500円

第３段階
本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
額が120万円超の人

　58,500円

第４段階
世帯員に住民税
課税者がいる

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
額が80万円以下の人

　70,200円

第５段階
(基準額)

本人の前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計
額が80万円超の人

　78,000円

第６段階

本人が住民税課税者

本人の前年の合計所得金額120万円未満の人 　93,600円

第７段階 本人の前年の合計所得金額120万円以上190万円未満の人 101,400円

第８段階 本人の前年の合計所得金額190万円以上290万円未満の人 117,000円

第９段階 本人の前年の合計所得金額290万円以上の人 132,600円

　ＰＨＶの走行距離や燃費等を報告します。

　詳細については、町ホームページ(http://www.town.
fujisaki.lg.jp/)をご覧ください。

※１ 走行全体のうち、EV走行(外部充電電力を満充電から使い切るまで)の比

　　 率。0.462は、走行全体のうち46.2％をEV走行し、53.8％をハイブリッド

　　 走行していることを示しています。

※２ EV走行の燃費とハイブリッド走行の燃費に国土交通省が定めた係数(ユー

　　 ティリティファクター)をかけて算出した複合燃費のことです。

期間 ２月１日～28日

運転日数 11日

運転時間 40時間35分

走行距離
498.0km
(うちEV走行距離 230.4km、
ハイブリッド走行距離267.6km)

ユーティリティファクター ※１ 0.462

給油 15.0リットル

プラグインハイブリッド
燃料消費率 ※２

約33.2km/リットル

ハイブリッド燃料消費率 約17.8km/リットル

ＰＨＶ(プラグインハイブリッド)車レポート！
Part.11

不審電話・詐欺にご注意ください

　最近、役場職員を名乗り、保険料の還付金が

あるので銀行へ行って手続をしてほしい等の不

審な電話がかけられる事例が発生しています。

　役場職員が還付金受領のために、通帳や

キャッシュカードを預かったり、金融機関等で

還付金受領の手続をしていただくことは絶対に

ありません。

　このような不審電話がかかってきたら、決し

て指示に従わず、町役場や警察署にご相談くだ

さい。

■お問合せ　住民課国保年金係(内線2133、2134)

　　　　　　弘前警察署　532－0111

■お問合せ　税務課固定資産税係(内線2102、2103、2104)

〈軽三輪、軽四輪以上〉

車種区分
現行税率

(年額)
新税率
(年額)

重課税率
(年額)

軽三輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪

以上

乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

・重課税率(平成28年度から)
　　重課税率は、新車登録を受けた年月か

ら13年を経過した車両(電気自動車等を除
きます)に対して、翌年度から課される税
率で、平成28年度から適用になります。

※平成28年度から重課税率が適用となる車
両は、平成14年12月31日以前に新車登録
をした車両となります。

◆納税義務者
　４月１日現在で、町内に主な定置場のある軽自
動車等を所有している人です。同日以降に廃車な
どされても、本年度分の税金は、全額課税される
こととなります。
※軽自動車税には月割り制度がありませんので還付

されません。なお、４月２日以降に所有した場合
には、本年度分の税金はかかりません。

◆小型特殊自動車の申告
　トラクターやコンバインなどの農耕作業用自動車
や、小型特殊自動車に分類されるフォークリフトや
ショベルローダなどは、軽自動車税の課税対象とな
ります。
　これらを所有する個人や法人は、軽自動車税の
申告をして標識(ナンバープレート)の交付を受け
てください。
※公道を走らない車両でも、道路運送車両法で定
　められた小型特殊自動車であれば課税の対象と
　なります。
　なお、大型特殊自動車は固定資産税(償却資産)
　の課税対象となりますので、事業主の方は外の
　償却資産と併せて申告をしてください。

※平成27年度税制改正において、「原動機付自転車及び二

　輪車に係る税率の引き上げの1年延期」が示されました。

　これに伴い、小型特殊自動車及び雪上車に係る税率の引

　き上げについても1年延期となりました。

軽自動車税について
税率が変わります

車種区分 平成27年度まで 平成28年度から

総排気量 現行税率(年額) 新税率(年額)

原動機付

自転車

50cc以下 1,000円 2,000円

50cc超90cc以下 1,200円 2,000円

90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊

自動車

農耕作業用 1,600円 2,000円

その他 4,700円 5,900円

軽二輪(125cc超250cc以下) 2,400円 3,600円

小型二輪(250cc超) 4,000円 6,000円

雪上車 2,400円 3,600円

〈原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車・雪上車〉

2015.5.27 水　チャレンジデー2015！　「15分けっぱって まみしぐ暮らすべゃ 藤崎町」　　　　　　地域でスポーツ！　町民みなさんの健康づくり・体力づくりのため、ぜひ参加しましょう！

◆対象
①身体・精神障がい者またはその者と生計を一にする者の所有する軽自動車
②公益のため直接専用する軽自動車

◆必要なもの
①については身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手帳および運転免許証、車検証
②については公益のため直接専用する旨を証明する書類、車検証

◆受付締切　４月23日(木)
※①については障がいの区分・程度に応じて減免の可否があります。詳しくはお問合せください。

■お問合せ　税務課固定資産税係(内線2102～2104)

平成27年度軽自動車税の減免申請を受付します
固定資産税係からのお知らせ

◆所得段階ごとの保険料
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マイナンバー制度が始まります
住民係からのお知らせ

◆マイナンバー(社会保障・税番号＝個人番号)とは？

　住民票を有する全ての方に１人１つの番号を付して、社会保障、税、災

害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関に存在する個人の

情報が同一人の情報であることを確認するために活用されるものです。

◆マイナンバーはいつわかるの？

　今年10月以降、住民票を有する全ての方に、12桁のマイナンバー(個人番号)が通知されます。また、中長期在留

者や特別永住者などの外国人の方も対象になります。

　通知は、原則として、市町村から、住民票の住所あてにマイナンバーが記載された「通知カード」が送付され

ます。住民票の住所と異なるところにお住まいの方はご注意ください。

　マイナンバーは一生使うものです。マイナンバーが漏えいして、不正に使われるおそれがある場合を除いて、

一生変更されませんので、大切にしてください。

◆なぜ、マイナンバーを導入するの？

　行政を効率化し、国民の利便性を高め、公平・公正な社会を実現する社会基盤を整備するためです。

※マイナンバーについてさらに詳しい情報を知りたい方は、ホームページ(http:/ /www. cas. go. jp/jp/seisaku/

bangoseido/index. html)をご覧になるか、コールセンター(50570－20－0178)へお問合せください。

■お問合せ　住民課住民係(内線2138)、企画財政課管財係(内線2214)

「休日の死亡届について」のお知らせ

■お問合せ　住民課住民係(内線2138)

　平成27年４月から、休日(土曜日・日曜日・祝日・年末年始)の死亡届の受付は、午前中(午前８時15分
～正午)となりましたので、お知らせします。(※電話での火葬予約は時間を問いません)

◆休日受付
　休日に死亡届を提出するときは、役場へ火葬予約の電話をいれてください。（警備員が対応します）
　※直接来庁されても、希望の時間がすでに予約されている場合、時間を変更しなければなりません。
◆持参するもの
　○死亡届（死亡診断書）　○印鑑
◆確認していただきたいこと
　○死亡者の氏名・住所　○火葬・通夜・葬式の日時・場所　○喪主の氏名・住所・電話番号　
　○届出人の氏名・住所(同居の親族が優先)　○埋葬場所　
　○「広報」および「各新聞社のお悔やみ欄」への掲載の可否
　※なお、休日の死亡届の受付は本庁のみとなっていますので、ご理解とご協力をお願いします。

マイナンバーに

ついてお話しし

ます！

◆計画の趣旨

　この計画は、国民健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針の一部改正により、保険者が保健事業実

　施計画(データヘルス計画)を定め、生活習慣病対策をはじめとする被保険者の健康増進、糖尿病等の発症や重症

　化予防等の保健事業の実施及び評価等について基本的事項を定めたものです。

◆計画期間　医療費適正化計画の第２期の最終年度である平成29年度までとします。

◆対 象 者　国民健康保険被保険者

◆対象疾病　虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症、慢性閉塞性肺疾患(COPD)、がんの５疾病

◆計画の目的・目標

　計画の目的は、虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症の死亡を減らし、健康格差を縮小することです。

　国保データベース(ＫＤＢ)システムからの帳票により、地域の全体像の把握、国・県・同規模保険者との比較に

　より健診・医療・介護データからみる健康課題を把握します。

　直ちに取り組むべき健康課題と中長期的に取り組むべき健康課題を明確にし、目標値を設定します。

　①中長期的な目標

　　虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症を減らし、平成29年度には平成26年度と比較し、各５％減少を目標とします。

　②短期的な目標

　　虚血性心疾患、脳血管疾患、糖尿病性腎症の血管変化における共通のリスクとなる、高血圧、脂質異常症、

　　糖尿病、メタボリックシンドローム等を減らしていくことを目標とします。

　　特に藤崎町では、高血圧、糖尿病の減少を目標に重点的に活動していきます。

◆保健事業の実施

　具体的な課題別の保健事業実施計画については各論により、「目的・目標・対象者・事業内容・実施方法・実施

　者・実施期間」等を定めます。

　保健事業実施については、福祉課健康係に所属する保健師が行うことになります。

　重症化予防対象者を明確化し、地区担当保健師が家庭訪問等により、未治療者には医療受診の必要性を理解し

　てもらい治療につなげる等、適切な保健指導を実施していきます。

　さらに健診未受診者には健診受診を勧奨して、個々の実態把握に努めることとします。

◆評価の方法

　国保データベース(ＫＤＢ)システムの情報を活用し、疾病の発生状況・医療費や介護費の動向・特定健診受診

　率・特定保健指導実施率等を考慮し、ＰＤＣＡサイクルにより毎年度評価を行うこととします。

　各データについては経年変化、国・県・同規模保険者との比較を行い評価します。

◆計画の見直し

　計画の最終年度となる平成２９年度において、計画に掲げた目的・目標の達成状況の評価を行い、次期計画に

　反映させていくこととします。

※計画の公表・周知・策定した計画は、町の広報紙・ホームページで公表し、周知します。全文をご覧になりたい方は、町ホー

　ムページよりダウンロードするか、住民課国保年金係、常盤出張所に製本品を備え付けていますので、お申し付けください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問合せ　住民課国保年金係(内線2132)

地域活性化に向けた新たな取り組みに助成します
　藤崎町は「町民が主役の活力あるまちづくり」を目指しています。これからの地域づくりには、住民のみなさんの主体

的な行動が必要です。町では、各種団体等が自主的に行う地域を元気にするための新たな活動に、助成金を交付して支
援することとしています。みなさんの発想と行動力で、地域をより元気にしていきましょう！どうぞ奮ってご応募ください。

◆制 度 名　ふじさき地域活性化助成金
◆対象団体　３人以上で構成し、町内に事務所や活動場所がある団体（ＮＰＯ、町民の活動団体、町内会等）を対象    
　　　　　　とします。団体の規約や会則を定め、予算・決算の管理を適切に行っていること等が必要です。
◆対象事業　対象団体が主体的に企画し、自主的に実施する事業で、地域課題の解決が図られ、地域活性化の効果

　　　　　が具体的に目に見える取り組みが対象です。特に、これまで行われた内容にとどまらず、創意工夫やア
　　　　　　イデアをもって、先進的視点から新たに取り組むものを募集します。また、予算の見積が適正であり、
　　　　　　年度内に完了することが必要です。
　　　　　　例）地域交流のためのまつり開催、伝統の担い手育成、地域の魅力発掘や普及宣伝のイベント、ス
　　　　　　ポーツ・健康づくり、地域環境向上やエコ促進の研修会等（新規事業、または既存の事業に新たに加
　　　　　　える取り組みが対象です。） ※学術的研究のみに終始する等、事業実施を伴わない調査事業は除きます。
◆対象経費　事業実施に直接必要と認められる経費を対象とします。ただし、飲食費・人件費・謝礼のうち団体

　　　　　の構成員に支払うものは除きます。また、旅費及び備品は、その合計額が、助成金充当経費合計額の
　　　　　　50％以下の割合でのみ認めることとします。
◆助成金額　助成対象経費の100％以内、上限25万円
◆応募方法　５月８日（金）までに役場企画財政課へ交付申請書等を提出してください。
　　　　　　※応募する場合は、事前に役場担当までご連絡ください。
◆交付決定　５月末日頃に審査結果をお知らせします。
　　　　　　※募集締め切り後、事業内容を審査し、７件程度の事業を助成事業として決定する見込みです。
　　　　　　※制度の詳細や必要書類等については、町ホームページ（ http://www.town.fujisaki.lg.jp/ ）を
　　　　　　ご覧いただくか、役場担当までお問い合せください。■お問合せ　企画財政課企画係(内線2223)

保健事業実施計画についてのお知らせ
藤崎町国民健康保険

マイナちゃん

１ 公平・公正な社会の実現

　所得や他の行政サービスの

受給状況を把握しやすくなる

ため、負担を不当に免れるこ

とや給付を不正に受け取るこ

とを防止するとともに、本当

に困っている方にきめ細やか

な支援を行うことができるよ

うになります。

給付金などの不正受給の防止

２ 国民の利便性の向上

　行政機関への各種申請など

を行うときに添付書類の削減

など、行政手続が簡素化され、

国民の負担が軽減されます。

　行政機関がもっている自分の

情報を確認したり、行政機関から

様々なサービスのお知らせを受け

取ったりすることができます。

面倒な手続が簡単に

３ 行政の効率化

　行政機関や地方公共団体な

どで、様々な情報の照合、転

記、入力などに要している労

力が大幅に削減されます。

　複数の業務の間での連携が

進み、作業の重複などの無駄

が削減されます。

手続が正確で早くなる



16 2015．4　広報ふじさき17 広報ふじさき 2015．4

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

健康係
 カレンダー

　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し
ん・風しん)の予防接種を受けましょう。
　また、すこやか健診等の日程一覧表は、
町ホームページに掲載しています。

５月

すこやか健診

５月１４日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｈ２５年９月～１０月生

　●受　付　13:00～13:15

　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、

　　　　　　栄養指導、歯科指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル、問診票等

５月２８日(木)【３歳児健診】

　●対　象　Ｈ２３年９月～１０月生

　●受　付　12:30～12:45

　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、耳鼻科、

　　　　　　視力、聴覚、尿検査、精神発達、

　　　　　　栄養指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル、問診票等

すこやか相談

５月１３日(水)【１０か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ２６年６月～７月生

　●受　付　9:30～9:45

　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

５月１３日(水)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10:00～11:00

　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル

健康相談

５月２０日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9：00～12：00
　●場　所　藤崎老人福祉センター

５月８日(金)・１５日(金)【傾聴サロン】

　●時　間　13：00～15：00
　●場　所　(８日）町文化センター

　　　　　　(15日）常盤老人福祉センター

国保の届け出について

受　付

こんにちは

 国保係 です

※上記以外のものが必要になる場合もあります。

■お問合せ
　住民課国保年金係(内線2133、2134)

◆国保に加入するとき

こんなとき 持参するもの

他の市区町村から転入し
てきたとき

転出証明書、印鑑

他の健康保険などを脱退
したとき

健保の離脱証明書、
印鑑

生活保護を受けなくなっ
たとき

保 護 廃 止 決 定 通 知
書、印鑑

子どもが生まれたとき
母子健康手帳、保険
証、印鑑

外国籍の人が加入するとき 在留カード

◆国保を脱退するとき

こんなとき 持参するもの

他の市区町村に転出する
とき

保険証、印鑑

他の健康保険などに加入
したとき

国 保 と 健 保 の 保 険
証、印鑑

生活保護を受けることに
なったとき

保 護 開 始 決 定 通 知
書、保険証、印鑑

死亡したとき
死 亡 を 証 明 す る も
の、保険証、印鑑

外国籍の人が脱退するとき 在留カード、印鑑

◆その他

こんなとき 持参するもの

住所、世帯主、氏名など
が変わったとき

保険証、印鑑

保険証をなくしたり、汚
れて使えなくなったとき

身 分 を 証 明 す る も
の、保険証、印鑑

修学のため、子どもが他
の市区町村に住むとき

在学証明書または学
生証、保険証、印鑑

届け出は14日以内にしましょう！

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 保 険 証 に 変 更 が あ っ た と き は 1 4 日 以 内 に 届 出 を !

保
険
料
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
青
森
県
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
率
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
、
均
等
割
額
４
０
５
１

４
円
、
所
得
割
率
７
・
41
％
と
な
り

ま
す
。

保
険
料
の
決
ま
り
方
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
決
ま
り
方
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置

は
、
判
定
基
準
を
拡
大
し
て
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
均
等
割
額
の
軽
減

　
同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の
所
得
を
合
わ

せ
た
合
計
所
得
に
応
じ
て
、
左
記
の

と
お
り
均
等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

(注１)平成26年度は「33万円＋{24万５千円×被保険者の数}以下」

(注２)平成26年度は「33万円＋(45万円×被保険者の数)以下」

◆
所
得
割
額
の
軽
減

　
基
礎
控
除
後
の
所
得
が
58
万
円
以

下
の
方
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減

さ
れ
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

　
た
方
の
軽
減

　
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保

険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
船
員
保

険
、
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合

な
ど
で
す
。

■
お
問
合
せ
　

　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
5
０
１
７
ー
７
２
１
ー
３
８
２
１

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付

書
で
お
支
払
い
の
方
へ
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。

■
お
問
合
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係

　(

内
線
２
１
３
３
、
２
１
３
４)

所得割額〔所得に応じて納める額〕

｛(前年の総所得金額等ー33万円)×7.41％｝

保険料(限度額57万円)

＋

均等割額〔被保険者全員が納める額〕
(40,514円)

世帯の所得額の合計 軽減割合

33万円以下かつ被保険者全員の年金収入が
年額80万円以下(その他の各種所得がない)

９割

33万円以下の方 ８．５割

33万円＋(26万円×被保険者の数)以下(注１) ５割

33万円＋(47万円×被保険者の数)以下(注２) ２割

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ

年
金
だ
よ
り

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学(

大
学
院)

、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

(

修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程)

、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・
定

時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
も
含

ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
20
歳
以
上
の
学
生
で
あ
る
期
間
の

う
ち
、
過
去
期
間
は
申
請
が
受
理
さ

れ
た
月
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
、

将
来
期
間
は
年
度
末
ま
で
申
請
で
き

ま
す
。
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ

る
場
合
、
４
月
始
め
に
再
申
請
の
用

紙(

は
が
き)

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の

方
の
場
合
に
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害

が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な

ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年

金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　(

内
線
２
１
３
４)

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

｢

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

2015．4　広報ふじさき17
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藤崎町図書館
　　　　大夢
  　75－2288

としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎藤崎町図書館 大
た い む

夢 休館日
☆４月の休館日　

６日(月)・13日(月)・19日(日)・27日(月)・29日(水)・30日(木)

※４月30日(木)は図書整理のため休刊させていただきます。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポ

ストをご利用ください。

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会

・い　　つ　４月11日(土) 　午前10時～午前10時45分

・ど こ で　常盤生涯学習文化会館「児童室」

・おはなし　ときわっ子本の会

　テーマ「春がきたよ。元気にスタート！」

　　　　おはなしの内容を覚えて、語り聞かせる手法

　　　　（ストーリーテリング）でお話します。

・対　　象　小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、

　開始時間前までにおいでください。

☆定期おはなし会「おはなしのとびら」

・い　　つ　４月1８日(土)　午前10時～午前11時

・ど こ で　藤崎町図書館 児童室「よいこのくに」

・おはなし　わっこの会

　　テーマ：『おはなしの国からのメッセージ』　

　　　　　  「ハーメルンのふえふき男」　　　　ほか

　毎回、松谷みよ子さんの絵本や文字のない絵本など、

　様々なおはなしを皆さんにお届けします。

・対　　象　幼児・児童(保護者含む)

※どなたでも参加できます。お気軽にどうぞお越しください。

◎最新着図書
☆一般図書

○心と体の疲れをとるタッピングタッチ　　  中川 一郎/著

○知られざる日本の地域力　　　　　　　 椎川 忍ほか/著

○一度は訪ねたい日本の城　　　　　　 西ケ谷 恭弘/編著

○世界で一番おいしいココナッツオイルレシピ 伊藤 栄里子/著

○となりの革命農家　　　　　　　　　　　黒野 伸一/著

○深山の桜　　　　　　　　　　　　　　　神家 正成/著

○いなくなった私へ　　　　　　　　　　　辻堂  ゆめ/著

○大阪誕生　　　　　　　　　　　　　　  片山  洋一/著

○９９のありがとう・桜　　　　　　　　　谷口 雅美/編著

○火花　　　　　　　　　　　　　　　　　又吉 直樹/著

○マンデー・モーニング　　　　　　サンジェイ・グプタ/著

☆児童図書 　　　　　　　　　　　　　　　　　

○みんなおおきくなった 　　　　　　　  中川ひろたか/文

○しんかんせん いま・むかし もちだ あきとし /ぶん・しゃしん

○童のおつかい　　　　　　　　　　 ほりかわ りまこ/作

○あまねく神竜住まう国　　　　　　　　　荻原  規子/作

☆郷　土　

○久祥院の御台所 ～藩主津軽信政生母～　木村　守克/著

○大奥の座敷童子          　　   　　　　  堀川 アサコ/著

※都合により、一部納期が遅れることがあります。

藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
新
春
民
謡
歌
謡
シ
ョ
ー
」

　
２
月
22
日(

日)

町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
、
渋
谷
和
生
一
座
に
よ
る
新
春

民
謡
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
座
長
で
津
軽
三
味
線
全
国
大
会

Ａ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
渋
谷
和
生
を

は
じ
め
、
民
謡
王
座
の
小
山
内
忠
勝
、

菊
池
鉄
男
、
芦
田
由
香
里
、
福
士
万

喜
子
に
よ
る
力
強
く
素
晴
ら
し
い
歌

声
に
会
場
の
お
客
様
は
す
っ
か
り
引

き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
達
の
か
わ
い
ら
し
い
手
踊
り
や

箏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
と
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。

平
成
26
年
度
藤
崎
町

子
ど
も
教
室
全
日
程
終
了

　
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
町
子
ど
も

教
室(

わ
ん
ぱ
く
広
場
・
子
ど
も
ふ

れ
あ
い
教
室)

」
は
、
２
月
28
日
を

も
っ
て
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
教
室
で
は
、
町
内
の
小
学

生
を
対
象
に
、
料
理
・
生
け
花
・
美

術
・
手
芸
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な

ど
と
い
っ
た
創
作
教
室
や
、
囲
碁
・

将
棋
・
お
茶
・
英
会
話
・
施
設
見
学

な
ど
の
学
習
教
室
、
雪
合
戦
教
室
や

大
道
芸
体
験
教
室
、
お
は
な
し
会
、

宿
泊
活
動
な
ど
29
種
類
の
教
室
を
開

催
し
、
の
べ
１
０
０
６
名
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
創
作
教
室
で
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る

素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
、
学
習

教
室
で
は
、
指
導
者
の
親
切
・
丁
寧

な
指
導
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
は
、
体
育
館
を
思
い
っ
き

り
駆
け
回
り
、
汗
を
か
き
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
み
、
お
は
な
し
会
で
は
季
節
や

テ
ー
マ
に
合
っ
た
た
く
さ
ん
の
お
は

な
し
に
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸
命

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
教
室
が
町
内
３
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
お

り
、
他
校
の
子
ど
も
た
ち
と
協
力
し

な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
新
し
い
友

達
を
作
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
催
中
は
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
町
内

の
様
々
な
団
体
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
事
故
や
け
が
も
な
く

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Ｎo.
１９８

ふ
れ
あ
い
ラ
イ
フ

生
涯
学
習
だ
よ
り

◎一般図書企画展示
　『全国書店員が選んだいちばん！売りたい本２０１５ 本屋

大賞』ノミネート作品の展示・貸出をします。

柳

川

紫
柳
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
朗
風

い
つ
の
間
に
女
難
の
相
も
消
え
て
老
い

若
さ
っ
て
い
い
な
横
文
字
す
ぐ
こ
な
し

結
論
を
急
げ
ば
罠
が
待
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
み
つ

不
安
か
ら
確
か
め
る
事
多
く
な
る

暁
の
気
合
い
若
さ
の
寒
稽
古

子
の
作
戦
知
り
つ
つ
母
は
罠
に
落
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
藤
人

忍
び
寄
る
老
い
に
虚
し
さ
増
す
ば
か
り

は
み
出
し
て
生
き
る
若
さ
も
芯
は
あ
る

罠
に
ま
た
落
ち
て
わ
か
っ
た
処
世
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
川
　

川

律
義
者
焼
か
れ
て
ま
っ
す
ぐ
立
つ
煙

テ
ー
プ
切
る
両
手
が
空
を
握
り
し
め

母
の
針
心
の
傷
を
縫
っ
て
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
志
麻

目
も
耳
も
衰
え
遠
く
な
る
世
間

ひ
ざ
小
僧
出
し
て
い
き
い
き
寒
の
入
り

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
怪
し
い
色
が
罠
を
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
川
魚

老
々
介
護
ど
っ
ち
も
付
け
て
る
紙
オ
ム
ツ

ジ
ー
パ
ン
の
穴
も
お
し
ゃ
れ
に
す
る
若
さ

有
頂
天
真
下
の
穴
に
気
づ
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
呂
　
文
坊

心
ま
で
老
い
な
い
よ
う
に
紅
を
差
す

戦
陣
に
若
さ
散
ら
し
た
日
の
挽
歌

息
子
だ
と
鵜
呑
み
コ
ー
ル
の
詐
欺
に
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
谷
　
結
城

枯
れ
葉
踏
み
氷
雨
に
う
た
れ
老
い
を
知
る

脳
だ
け
は
若
い
息
吹
で
夢
途
中

今
日
も
ま
た
雪
が
悪
魔
に
変
貌
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
さ
ち
子

若
い
ネ
は
魔
法
の
言
葉
や
る
気
出
る

青
春
の
秘
密
基
地
が
栄
養
剤

耳
す
ま
せ
電
話
の
向
こ
う
標
準
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
行
々
子

養
老
の
滝
は
ど
こ
か
と
ス
マ
ホ
み
る

ク
ラ
ス
会
若
い
と
ほ
め
る
名
幹
事

子
に
さ
え
も
教
え
ぬ
罠
で
マ
グ
ロ
釣
る

互
選
句
「
詫
び
る
」

　
出
席
者
全
員
選 

最
高
得
点
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
波
麻

親
不
孝
詫
び
て
雪
降
る
墓
に
佇
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
呂
　
文
坊

鉄
格
子
詫
び
る
写
経
の
墨
を
摺
る

二
月
例
句
会 

入
選
作
品
抄
　
題｢

老
化
」｢

若
さ
」｢

罠
」

◎利用案内
　町内在住者・在勤者など、どなたでも利用できます。町外の方

への貸し出しは、青森県内図書館共通利用券が必要となります。

☆開館時間 … 午前9時～午後５時まで　　　　

☆貸出冊数･期間 … 一人３冊　１４日間　　　　　　　　

☆休館日 …  毎週月曜日（第三日曜日の翌日は除く）

　　　　　　毎月第三日曜日、祝日、図書整理日（毎月末日)

　　　　　　年末・年始（12月29日～1月３日）、蔵書点検期間

☆予　約 … 館内所蔵の本で貸し出し中の場合、予約できます。

☆リクエスト … ご希望の本が館内にない場合は、町内在住    

　　　　　　　 者に限りリクエストできます。

◎寄贈ありがとう
　☆藤崎鏡ヶ丘同窓会　会長　佐藤　芳朗　様　　２冊

◎子ども読書の日特別企画
本が１日限定で５冊借りられます！

子ども読書の日４月２３日（木）1日限定

◎子どもの読書週間企画「赤ちゃんからの絵本展」開催
期間：４月２３日（木）～５月１２日（火）

標語：『本はキラキラ　万華鏡』

図書館ではこどもの読書週間期間中、赤ちゃんより本に親し

んでもらい、楽しめる本を展示し貸し出しします。どなたで

も、見て触って、児童室内で読み聞かせが出来ます。是非、お

子様連れでご来館のうえ、お楽しみ下さい。

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　50172ー65ー2210



20 2015．4　広報ふじさき21 広報ふじさき 2015．4

　
雪
害
に
よ
る
罹
災
証
明
書
が
必
要

な
方
は
事
前
に
交
付
申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
申
請
す
る
場
合
は
雪
害
箇

所
の
写
真
を
持
参
の
う
え
、
４
月
30
日

(

木)

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
総
務
課
防
災
係(

内
線
２
２
０
９)

　◆
参
加
資
格

　
９
人
以
上
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

　
※
町
内
外
を
問
わ
ず

◆
参
加
料

　
１
チ
ー
ム
　
２
５
０
０
０
円

　(

申
込
時
に
納
入)

◆
申
込
締
切
　
４
月
11
日(

土)

厳
守

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎(

小
杉)

　
5 

75
ー
３
３
２
３

藤
崎
地
区
の
ご
み
収
集
日
程
表
お
よ
び

し
尿
汲
み
取
り
収
集
連
絡
先
に
つ
い
て

◆
ご
み
収
集
日
程
表

　
藤
崎
地
区
の
ご
み
収
集
日
程
表
は
、

３
月
15
日
発
行
の
広
報
お
知
ら
せ
号

配
布
時
に
毎
戸
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で

も
住
民
課
環
境
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
受
付
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
土
地
・
家
屋
の

３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
の
年(

基

準
年
度)

で
す
。
評
価
替
え
は
、
資

産
価
格
の
変
動
に
対
応
す
る
た
め
、

評
価
額
を
適
正
か
つ
均
衡
の
と
れ
た

価
格
に
見
直
す
制
度
で
す
。
そ
の
た

め
、
前
年
度
と
比
較
し
評
価
額
が
変

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日(

水)

～
６
月
１
日(

月)

　
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時

※
水
曜
日
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

◆
縦
覧
場
所

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

【
お
問
合
せ
】

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　(

内
線
２
１
０
２
～
２
１
０
４)

　
平
成
27
年
4
月
1
日
を
も
ち
ま
し

て
次
の
方
々
が
人
権
擁
護
委
員
に
再

任
・
新
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
荒
谷
　
百
合
子(

再
任)

　
5 

75
ー
３
４
４
４

○
木
村
　
義
治(

新
任)

　
5 

75
ー
４
１
４
３

◆
し
尿
汲
み
取
り
収
集
連
絡
先

　(
株)
津
軽
衛
生
公
社
　

　
5 

37
ー
３
３
３
８

常
盤
地
区
の
し
尿
汲
み
取
り
収
集
連

絡
先
に
つ
い
て

◆
し
尿
汲
み
取
り
収
集
連
絡
先

　
田
舎
館
衛
生
社
　

　
5 

65
ー
２
２
２
９

【
お
問
合
せ
】

　
住
民
課
環
境
係(

内
線
２
１
３
７)

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
み
ん
な
で
つ
く
る
美
し
い
町

　
　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

◆
実
施
日
　
４
月
19
日(

日)

◆
実
施
内
容

　
各
町
内
単
位
等
で
歩
道
な
ど
の

　
ご
み
拾
い
清
掃
活
動

◆
そ
の
他

　
ご
み
は
各
町
内
の
指
定
場
所
に
収

　
集
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
町
内
会
を
通
し
て
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

　
絡
協
議
会
で
は
午
前
９
時
に
ご
み

　
を
回
収
し
ま
す
。
な
お
、
粗
大
ご

　
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

　
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

藤
崎
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

(

藤
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
内)

　
5 

65
ー
２
０
５
６

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
暮

ら
し
の
中
で
抱
え
て
い
る
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
、
あ
る
い
は
、
差
別
を

受
け
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
し
た
と
き
に
相
談
を
受
け
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
援
助
を
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
電
話
等
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
　

　
住
民
課
住
民
係(

内
線
２
１
３
８)

　
４
月
12
日(

日)

は
、
青
森
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
。
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
よ
う
。

◆
告
示
日
　

4
月
３
日(

金)

◆
投
票
日
　

　
４
月
12
日(

日)

午
前
７
時
～
午
後
８
時

◆
期
日
前
投
票

　
4
月
4
日(

土)

～
4
月
11
日(

土)

　
藤
崎
町
役
場
３
階
「
大
会
議
室
」

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
投
票
所
入
場
券

　
告
示
後
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所

　
投
票
所
入
場
券
に
そ
れ
ぞ
れ
の
投

票
所
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
開
　
票

　
４
月
12
日(

日)

午
後
9
時

　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

※
詳
細
は
、
広
報
３
月
号
、
ま
た
は

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】
　

　
藤
崎
町
選
挙
管
理
委
員
会

　(

内
線
２
２
６
１
・
２
６
１
０)

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

青
森
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

ご
み
の
お
知
ら
せ

土
地
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
受
付
し
ま
す

雪
害
に
よ
る
罹
災
証
明
書

に
つ
い
て

平
成
27
年
度
藤
崎
町
朝
野
球

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

藤
崎
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

作
戦
実
施
に
つ
い
て

■
お
問
合
せ

○
消
防
本
部
予
防
課

　
5 

32
ー
５
１
０
４

○
お
近
く
の
消
防
署
、
分
署

①
甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

　
の
お
知
ら
せ

◆
日
　
時

　
５
月
28
日(

木)

・
29
日(

金)

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

◆
場
　
所

　
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー
「
あ
そ
べ
ー
る
」

　
１
階
ホ
ー
ル

◆
受
講
対
象
者

　
防
火
対
象
物
の
管
理
的
ま
た
は
監

督
的
地
位
に
あ
る
者
で
防
火
管
理
者

の
資
格
を
必
要
と
す
る
者
お
よ
び
受

講
を
希
望
す
る
者
。

◆
申
込
期
間

　
４
月
27
日(

月)

～
５
月
18
日(

月)

※
定
員(

１
８
０
人)

に
な
り
次
第
、

　
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

②
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
実
施

　
の
お
知
ら
せ

◆
日
　
時

　
６
月
26
日(

金)

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所

　
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
黒
石
消
防
署

◆
受
講
対
象
者

　
収
容
人
員
が
３
０
０
人
以
上
の
特

定
防
火
対
象
物
に
お
い
て
、
防
火
管

理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習
修
了
者
の
者
で
、
５

年
に
１
回
再
講
習
を
受
け
て
い
な
い

者
。

◆
申
込
期
間

　
６
月
１
日(

月)

～
15
日(

月)

※
定
員(

１
０
０
人)

に
な
り
次
第
、

　
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
合
せ(

①
②
と
も)

○
消
防
本
部
予
防
課

　
5 

32
ー
５
１
０
４

○
お
近
く
の
消
防
署
、
分
署

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事
前
講
習
会
に
つ
い
て

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

◆
期
　
日
　

　
６
月
13
日(

土)

・
27
日(

土)

◆
場
　
所
　
弘
前
東
高
等
学
校

◆
種
類
及
び
受
験
料

○
甲
種
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

○
乙
種(

第
１
～
６
類) 

３
４
０
０
円

○
丙
種
　
　
　
　
　
　
２
７
０
０
円

※
甲
種
の
み
受
験
資
格
有
り

◆
申
込
期
間

　
４
月
24
日(

金)

～
５
月
13
日(

水)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
は
、
４ 

月
21
日(

火)

～
５
月
10
日(

日)

ま

で
に
、(

一
財)

消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

w
w

w
.sho

ubo
-shiken.o

r.jp/)

か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
事
前
講
習
会
】

◆
日
　
時

　
５
月
28
日(

木)

・
29
日(

金)

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
２
日
間
の
講
習
会
と
な
り
ま
す
。

◆
場
　
所
　

　
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
黒
石
消
防
署

　
２
階
「
大
会
議
室
」

※
車
で
の
ご
来
場
の
際
は
、
庁
舎
裏

　
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

　
４
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
、
県
下

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま

す
。
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か

ら
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
命
や
財
産
を

奪
い
ま
す
。

　
万
が
一
に
備
え
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
家
族
み
ん
な
で
避
難
方
法

等
を
も
う
一
度
確
認
し
、
次
の
「
住

宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

　
ポ
イ
ン
ト

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

　
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
時
は
必
ず
火
を
消
す
。

消
防
だ
よ
り

東
消
防
署
北
分
署
　
5 

75
ー
３
３
３
３

◆
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

　
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使

　
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
と
の
協

　
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
い
つ
も
心
の
中
に

お
き
、
自
分
の
家
は
自
分
で
も
守
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

山
火
事
に
注
意
を
！

「
守
り
た
い 

森
の
輝
き 

防
火
の
心
」

　
山
間
部
の
雪
解
け
が
一
層
進
み
、

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
、
１

年
の
う
ち
で
最
も
山
火
事
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
貴
重
な
森
林
を

山
火
事
か
ら
守
る
た
め
、
火
の
取
扱

い
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

｢

も
う
い
い
か
い 
火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ｣

◆
対
象
者
　

　
乙
種
第
４
類
の
受
験
者
の
う
ち
、

　
受
講
を
希
望
す
る
者

◆
受
講
料
等

○
受
講
料
　
　
　
４
５
０
０
円

○
テ
キ
ス
ト
代
　
１
５
０
０
円

※
弘
前
地
区
消
防
防
災
協
会
加
入
事

業
所
は
受
講
料
が
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
受
講
料
等
は
講

習
会
初
日
に
会
場
で
徴
収
し
ま
す
。

◆
申
込
期
間

　
４
月
24
日(

金)

～
５
月
21
日(

木)

※
消
防
本
部
予
防
課
で
の
受
付
は
、

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で
で
す
。

■
申
込
・
お
問
合
せ

○
消
防
本
部
予
防
課

　
5 

32
ー
５
１
０
４

○
お
近
く
の
消
防
署
、
分
署

藤崎町は誕生から10周年を迎えます
　
藤
崎
町
は
、
平
成
17
年
３
月
２８
日

に
旧
藤
崎
町
と
旧
常
盤
村
が
合
併
し

て
新
「
藤
崎
町
」
が
誕
生
し
、
平
成

２７
年
３
月
２８
日
に
町
誕
生
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
こ
の
10
年
を
節
目
と
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の

歩
み
を
振
り
返
り
、
築
き
上
げ
て
き

た
も
の
を
さ
ら
に
堅
固
に
す
る
と
と

も
に
、
町
民
の
一
体
感
の
さ
ら
な
る

醸
成
を
図
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
日
　
時

　
４
月
29
日(

水
・
祝)

午
前
10
時
～

　
※
入
場
受
付
は
午
前
９
時
～

◆
場
　
所

　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
ホ
ー
ル
」

◆
内
　
容

午
前
10
時
～
午
前
10
時
５
分

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

　
午
前
10
時
５
分
～
午
前
11
時

　
記
念
式
典

　
・
町
民
憲
章
唱
和
　
・
町
長
式
辞

　
・
来
賓
祝
辞
　
・
祝
電
披
露

　
・
町
の
花
・
木
・
鳥
の
制
定

　
・
名
誉
町
民
称
号
の
贈
呈
　
な
ど

　
午
前
11
時
10
分
～
午
前
11
時
45
分

　
町
民
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
午
前
11
時
45
分
～
午
前
11
時
50
分

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

【
お
問
合
せ
】
　
総
務
課
庶
務
係

　(

内
線
２
２
０
３
・
２
２
０
４)

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告 弘前市代官町通り

（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 33 - 5016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会

て　ん し ょ う ど　う

の

てんちゃん

てんてんてん
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町の人口と世帯数

２月２８日現在 前月比

人口　男 7,289人 －６

　　　女 8,306人 ＋１

合計 15,595人 －５ 

世帯 5,848世帯 ＋５

４月の町税等の納期

納期限は４月３０日(木)です

●軽自動車税　　　　　　　第１期

窓籍戸 の ２月届出分
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あ と が き

　徐々に暖かくなってきて、過ごしやすい季節が近づいてきているな

と感じています。春が訪れる度に月日の流れの速さに驚き、１日１日

を大切に過ごさなければと痛感します。 (S)

(２月２８日現在)

２月中 前年比 年間累計 前年比

件数 291件 － 48 655件 －86

死者 ３人 ＋ １ ８人 ＋４  

傷者 372人 － 41 851人 －58

県内の交通事故概況

　花の便りが聞こえる季節となりました。スーパーにもみずみずしい春野菜が出回りはじめ、春の訪れを感じます。そこで
今回は春野菜のスナップえんどうと新たまねぎに卵の黄身をまぶして菜の花をイメージし、甘い新たまねぎのドレッシング
でいただくサラダです。
　スナップえんどうはグリンピースをさやごと食べられるように品種改良されたもので、肌や粘膜を丈夫にするβ

ベータ

―カロテ
ンやウイルスに対抗する抵抗力をつけるビタミン C を含んでいます。また、たまねぎに含まれる、ツンとしたにおいと辛み
の成分である硫化アリルは、ビタミンＢ１の吸収を高めて新陳代謝を活発にし、疲労回復に働きます。

■作り方

① スナップえんどうはさやのかたい筋の部分を取りのぞく。

② ①を２％の塩を入れた熱湯でサッとゆで、水にとる。

　(300ml の湯に対して小さじ１(６ｇ) の塩 )

③ ②の水気を拭き取り、長さ半分に切る。

④ たまねぎは横薄切りにする。

⑤ 卵はかたゆでにし、黄身を裏ごしする。

⑥ ドレッシングは、ボウルに酢、しょうゆ、砂糖を入れ、砂糖がとけ  

　 るまでよく混ぜる。

⑦ ⑥にオリーブ油を少しずつ加えながら、泡立て器でとろみがつくま 

　 で混ぜ、すりおろしたたまねぎを加えて混ぜるとできあがり。

⑧ 器にスナップえんどうとたまねぎを合わせて盛り、ドレッシングを

　 かけて、黄身をふる。

※スナップえんどうはゆですぎるとシャキシャキ感が失われるのでゆで

すぎないようにしましょう。

ふじさキッチン ■お問合せ　福祉課健康係
　　　　　　(内線2122)

１日３食、野菜を食べよう！

旬を味わう「スナップえんどうと新たまねぎの菜の花サラダ」
■材料 ( ２人分 )

・スナップえんどう 10本(50ｇ)・新たまねぎ 100ｇ

・卵１個　・オニオンドレッシング 大さじ２(30ml)

※オニオンドレッシング(大さじ５杯分)

・新たまねぎ(すりおろし) 25ｇ・酢 大さじ１(15ｇ)

・しょうゆ 大さじ1/2(９ｇ)・砂糖 小さじ1/2(1.5ｇ)

・オリーブ油　大さじ２(24ｇ)


